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当プ ロジェク トは予算不足 によ り当初 の計画 か ら大幅 に縮 小 し、今 の ところ主 に

4人 の メンバー に よる個人研 究 を行 ってい る。 もとも とジェノサイ ド研 究 はいわ ゆ

る学際的 な研 究領域 であ り、現在 活動 中の世界 のジェ ノサイ ド研 究者 の顔ぶれ を見

て も、歴史 、政治学、国際法 、倫理学、社 会学、人類学、心理学、ジ ェンダー研究 、

文 学理論 、 メデ ィア論 、映画論 な ど、その本来 の研 究分野 は多岐 にわた る。 それ ぞ

れ の分 野での方法論 を生 か しなが ら、その事例 もまた多 岐にわた るジェ ノサイ ドに

っ いて、様 々な角度 か らの研究 が進 め られ てい る。 この報 告では、 日本で の認知度

が欧米 に比 べて極端 に低い と思 われ るジ ェノサイ ド研 究 について、簡 単な紹介 を し

てお きたい。

ジェ ノサ イ ドgenocideと い う言 葉 は、 ポー ラン ドの法律 学者 ラ ファエル ・レム

キ ンRaphaelLemkinが 、ナチス によるユ ダヤ人 の大 量虐殺 を告発す るため に、彼 の

著 書AxlsRuleInOccupiedEurope(1944)の 中で用 い た造語 で、 集 団又 はそ の一

部 を民族や人種 な どの集 団的アイデ ンテ ィテ ィを根 拠 に意 図的 に破壊す るこ とを意

味す る。 レムキ ン 自身ナチス に よる迫害 を逃れ てア メ リカ に移住 したユ ダヤ人で あ

り、 ジェノサイ ドの最初 の定義 はナチ スに よるユ ダヤ人虐 殺(い わゆるホ ロコース

ト)と い う特定 の事件 をモデル に な された。 しか し今 日この語 はむ しろ濫用 が批判

され るほ ど一般化 し、他 の類似 した現象 を記述す るために応用 され るな ど、す でに

日常の英 語 の語彙 の一部 になってい る。た とえば、他 の集 団 の言語や宗教 な どの伝

承 を禁 じ、強引 な同化 を促す こ とを意 味す る文化的 ジェ ノサイ ドculturalgenocide、

国家 が政策 によってそ の国民の全 体又 は一部 を虐 殺す るこ とを意味す るデモサイ ド

democide(別 名 ポ リテ ィサイ ドpoliticide、例 と して 中国の文化大革命 、第二次大戦

中の 日本 にお ける一億総 玉砕 な ど)、 環境破壊 に よる動植 物 の絶滅 、 あ るい は生存

の条件 であ る環境 全体 を破壊 す る こ とを意 味す るエ コサイ ドecocide、 な どは ジェ
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ノサイ ドか ら派 生 した語 で あ る。 ま た あ ま り好 ま し くな い応 用 の例 と して 、 ジ ェ ノ

サ イ ドの名 を冠 した コ ン ピコ・一 タ ー ゲ ー ム が あ り、 レム キ ン が この語 に託 して い た

思 い とは裏 腹 に、 か え って 集 団 的暴 力 に 対す る危 機 感 を弱 め る とい う負 の効 果 も生

ん で しま っ て い る よ うで あ る。

ジ ェ ノサ イ ド研 究 が本 格 化 した の は1990年 代 にな って か らで 、冷 戦 構 造崩 壊 後 に

頻 発 した 地域 紛 争 の 中 で、少 数 民族 に対 す る迫 害 が 各 地 で起 き た こ とが 背 景 に あ る。

1994年 に はル ワ ンダ で ツチ 族 に よる フ ツ族 の虐 殺 が あ り、 また1993年 か ら1999年 に

か け て は 旧ユ ー ゴス ラ ヴィ ア にお い て対 立す る民族 間 で の虐 殺 事 件 、 特 にセル ビア

人 に よ る 「民族 浄 化 」 が あ っ た。 これ らの事 件 につ い て は 、そ れ ぞれ の 事件 を裁 く

た め に 特 別 に設 け られ た 国 際 刑 事 裁 判 所 が 、 「集 団殺 害 罪 の 防 止 及 び 処 罰 に 関す る

条 約 」(1948年 に 国連 総 会 で採 択 、通 称 ジ ェ ノサ イ ド条 約)に 基 づ き 、 ジ ェ ノサ イ

ド罪 を適 用 し裁 い た。 これ ら二 っ の ジ ェ ノサ イ ドは 比 較 的 明 らか な ジ ェ ノサ イ ドの

事 例 と して 、 ジ ェ ノサ イ ドに 関す る学 会 にお い て もホ ロ コー ス トと と もに研 究課 題

の 中心 とな っ て い る。論 文 の発 表 、研 究 書 や 回想 録 の 出版 も盛 ん で あ り、ル ワ ンダ

の ジ ェ ノサ イ ドにつ い て はそ れ を題 材 に した映 画 『ホテル ・ル ワ ンダ』 が 上 映 され 、

話 題 とな っ た。 か つ てホ ロ コー ス トに つ い て は(実 は今 で もそ うだ が)そ れ に 関 し

て多 種 多数 の本 が 出版 され 、世 界 中 で無 数 の 講 演 が な され 、資 料 館 や 記 念 館 が建 て

られ 、 多 くの 大 学 が ホ ロコー ス ト研 究 所 を設 置 し、 映 画 や 歌 が作 られ 、 そ の度 に広

告 が 様 々 な メデ ィア を通 して 流 れ 、そ の あ ま りの経 済効 果 ゆ え、 そ の全 体 を称 して

ホ ロ コー ス ト産 業 とま で 言 わ れ た 。 ル ワ ンダや 旧ユ ー ゴ にっ い て もす で に そ う した

気 配 が 見 え始 め て い る。 こ うした ジ ェ ノサイ ドの 産 業化 も また ジ ェ ノサイ ド研 究 の

対 象 で あ る。

ジ ェ ノサ イ ドとい う語 、 あ る い は そ の概 念 、 の 起 源 は ホ ロ コー ス トに あ り、ル ワ

ン ダや 旧ユ ー ゴにお け る ジ ェ ノサ イ ドを ジ ェ ノサ イ ドと して研 究 す る とい うこ とは、

す で に そ の方 法 に 比較 を含 ん で い る。 比 較 ジ ェ ノサ イ ド研 究 は ジ ェ ノサ イ ド研 究 の

根 幹 を成 す もの で あ る。 そ れ は また ジ ェ ノサ イ ドの 定義 の 問題 と も関 わ る。 ジ ェ ノ

サ イ ド条 約 にお け る ジ ェ ノサ イ ドの定 義 につ い て は批 判 が多 く、た とえば 「国 民的 、

人 種 的 、 民 族 的 又 は 宗 教 的 集 団 を全 部 又 は一 部破 壊 す る意 図 を も って 行 わ れ た 」

("committedwithintenttodestroy,inwholeorinpart,anational,ethnical,racial

orreligiousgroup")行 為 を ジ ェ ノサ イ ドと定 義 して い るが 、 「国 民 」、 「人 種 」、 「民

族 」、 「宗 教 」 は それ ぞれ 曖 昧 な概 念 で あ り、 ま た 「全 部 」 を破 壊 す る こ とは現 実 的

に 「意 図」 で き る もの な の か 、 ま た 「一 部 」 とは何 人 の こ とを言 うの か 、 な ど議 論
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が絶 えない。 さらに、ジェ ノサイ ドの定義 をめ ぐる議論 は過去 の どの事例 をジェ ノ

サイ ドとみなすのか とい う議論 とシンク ロナイ ズ してい る。現在研 究者 の間でジェ

ノサ イ ドとして一応 多数 の理解 が得 られ てい る事例 と しては、 トル コにお けるアル

メニア人 に対す る虐殺 、 ホ ロコー ス ト、カ ンボ ジア にお け るクメール ・ル ー ジュに

よる虐殺 、東 テ ィモール にお けるイ ン ドネ シア軍 によ る虐 殺 、ル ワンダ にお ける虐

殺 、 旧ユー ゴの 「民族浄 化」、現在進 行 中の スー ダ ンのダル フール地 方 にお ける虐

殺 、 が挙 げ られ る。反 対 にジェノサイ ドと呼ぶべ きか ど うか研 究者 の間で意 見の一

致が いまだ見 られ ない事例 として、古代 、中世 にお ける大虐殺 、大航海 時代 か ら植

民時代 にかけての原住 民の虐殺 とそ の後 の同化政策 、ス ター リンに よる大粛清 、南

京 事件、広 島 ・長崎へ の原爆投 下、文化 大革命 、 な どがあ る。

この よ うにジェノサイ ド研 究は新 しい研 究領域 であ りなが ら、過 去 と現在 、世界

全 地域 を対象 と し、様 々な知識 が動 員 された複雑 な研 究領域 となって い る。
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